
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
当
八
幡
神
社
の
諸
般
に
つ
き
ま
し
て
は
種
々
ご
高
配

に
あ
ず
か
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
我
が
国
の
成
り
立
ち
に
大
い
に
関
わ
る
出
雲
大
社
、
伊

勢
の
神
宮
で
式
年
遷
宮
が
恙
な
く
厳
粛
の
う
ち
に
も
盛
大
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

遷
宮
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
神
々
は
若
返
り
、
日
本
人
の
心

に
そ
の
伝
統
や
精
神
が
刻
み
込
ま
れ
て
行
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

遷
宮
後
最
初
の
新
年
を
迎
え
、
御
神
威
の
更
な
る
発
揚
を
期
す

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
二
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
地
が
東
京
に
決
定
し
ま
し
た
。
前
回
昭
和
三
十
九
年
開

催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
戦
後
復
興
、
経
済
成
長
の
象
徴
と

な
り
ま
し
た
。
式
年
遷
宮
な
ど
に
よ
り
伝
統
文
化
が
見
つ
め
直

さ
れ
て
い
る
今
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
忘
れ
ら
れ

つ
つ
あ
る
「
日
本
の
精
神
」
復
興
の
象
徴
と
な
る
こ
と
を
願
う

次
第
で
す
。

本
年
は
甲
午
歳
と
な
り
ま
す
。
馬
（
午
）
は
太
古
か
ら
人
間
の

生
活
に
必
要
な
生
き
物
で
あ
る
と
同
時
に
神
聖
な
も
の
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
き
し
た
。
生
き
た
馬
の
代
わ
り
に
馬
の
絵
を
神

社
に
奉
納
し
た
こ
と
か
ら
「
絵
馬
」
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

神
馬
が
多
く
の
幸
福
を
乗
せ
て
千
里
の
彼
方
か
ら
皆
様
方
の
も

と
に
訪
れ
、
全
て
が
ウ
マ
く
行
く
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　平
成
二
十
六
年
一
月



「
子ね

・
丑う
し

・
寅と
ら

・
卯う

・
辰た
つ

・
巳み

・
午う
ま

・

未ひ
つ
じ・
申さ
る

・
酉と
り

・
戌い
ぬ

・
亥い

」
と
い
え
ば

十じ
ゅ
う
に
し

二
支
で
す
ね
。
年
始
に
は
話
題
に
上

る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
で
は

「
干え

と支
」
い
え
ば
こ
の
十
二
支
だ
け
を

指
し
て
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
実
は
「
甲こ
う

・
乙お
つ

・
丙へ
い

・
丁て
い

・
戊ぼ

・

己き

・
庚こ
う

・
辛し
ん

・
壬じ
ん

・
癸き

」
の
十じ
っ
か
ん干

を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
「
干
支
」
と
い
う

の
が
正
し
い
そ
う
で
す
。
六
十
回
周
期

を
数
え
る
と
き
に
使
わ
れ
た
言
葉
（
数

詞
）
で
、
年
月
日
や
時
間
、
方
位
、
角

度
を
表
す
と
き
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

十
干
の
「
干
」
の
語
源
は
幹
で
、
こ
の

十
干
を
万
物
は
木
・
火
・
土
・
金
・
水

の
五
種
類
の
元
素
か
ら
な
る
と
い
う
五

行
思
想
に
当
て
は
め
、
更
に
陽
を
あ
ら

わ
す
「
兄え

」
と
陰
を
あ
ら
わ
す
「
弟と

」

を
順
に
組
み
合
わ
せ
次
の
よ
う
に
よ
び

ま
し
た
。

甲
（
木
の
兄
＝
き
の
え
）

乙
（
木
の
弟
＝
き
の
と
）

丙
（
火
の
兄
＝
ひ
の
え
）

丁
（
火
の
弟
＝
ひ
の
と
）

戊
（
土
の
兄
＝
つ
ち
の
え
）

己
（
土
の
弟
＝
つ
ち
の
と
）

庚
（
金
の
兄
＝
か
の
え
）

辛
（
金
の
弟
＝
か
の
と
）

壬
（
水
の
兄
＝
み
ず
の
え
）

癸
（
水
の
弟
＝
み
ず
の
と
）

十
二
支
の
「
支
」
は
幹
の
枝
を
あ
ら
わ

し
、
古
代
中
国
で
は
天
球
を
十
二
に
分

割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
角
の
記
号
と
し

て
「
子
丑
寅････

」
を
割
り
振
り
ま

し
た
。

こ
の
「
十
二
支
」
と
「
十
干
」
を
組

み
合
わ
せ
る
と
六
十
の
組
み
合
わ

せ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
干
支
」

（
六ろ
く
じ
っ
か
ん
し

十
干
支
・
十じ
っ
か
ん
じ
ゅ
う
に
し

干
十
二
支
と
も
）
と

い
い
ま
す
。
つ
ま
り
干
支
の
一
巡
に

は
六
十
年
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
還か
ん
れ
き暦

」
の
お
祝
い
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
干
支
が
元
に
戻
る
こ
と
か
ら
も

う
一
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
出
直
す
と
い

う
意
味
で
行
わ
れ
る
お
祝
い
で
す
。

ま
た
、
干
支
に
関
わ
る
こ
と
で
最
近
よ

く
耳
に
す
る
言
葉
に
「
恵え
ほ
う方

」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
陰
お
ん
み
ょ
う
ど
う

陽
道
で
そ
の
年
の
干

支
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
最
も
幸
運
な

方
角
の
こ
と
で
、
歳と
し
が
み
さ
ま

神
様
（
歳と
し
と
く
じ
ん

徳
神
）

が
お
正
月
に
そ
の
方
角
か
ら
福
徳
と
と

も
に
訪
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
恵

方
は
そ
の
年
の
十
干
に
よ
り
決
ま
り
、

二
十
四
に
分
け
ら
れ
た
方
位
（
二
十
四

山
）
の
う
ち
四
つ
の
方
位
を
巡
り
ま
す
。

甲
・
己
の
年･･･････････

甲
の
方
位

乙
・
庚
の
年･･･････････

庚
の
方
位

丙
・
辛
・
戊
・
癸
の
年･･･

丙
の
方
位

丁
・
壬
の
年･･･････････

壬
の
方
位

今
年
は
甲き
の
え
う
ま午
の
年
と
な
り
ま
す
の
で
、

恵
方
は
「
甲
」
の
方
位
に
な
り
ま
す
。

方
位
磁
石
と
中
央
の
方
位
図
を
使
っ
て

確
か
め
て
下
さ
い
。

で
は
な
ぜ
十
二
支
に
動
物
が
当
て
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
昔
話
に
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

む
か
し
む
か
し
、
年
の
暮
に
神
様

が
「
一
月
一
日
の
朝
、
新
年
の
挨

拶
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
一
番
か
ら

十
二
番
ま
で
の
者
た
ち
は
、
順
番

に
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
交
代
で
、
動

物
の
大
将
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。」

そ
れ
を
聞
い
た
動
物
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
に
準
備
を
始
め
ま
し
た
が
、

ネ
コ
だ
け
は
そ
の
は
な
し
を
聞
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ネ
ズ
ミ

に
「
一
月
二
日
」
と
う
そ
を
伝
え

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
元
日
に
な

る
と
、
牛
は
「
歩
く
の
が
遅
い
の
で
、

一
足
早
く
出
か
け
ま
す
」
と
早
く

か
ら
身
支
度
を
し
て
、
夜
の
う
ち

に
出
発
し
ま
し
た
。
こ
の
様
子
を

見
て
い
た
ネ
ズ
ミ
は
、
牛
の
背
中

に
飛
び
乗
り
潜
り
込
ん
だ
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
と
は
知
ら
ず
に
、
牛

は
夜
通
し
歩
い
て
神
様
の
御
殿
に

到
着
し
ま
し
た
が
、
門
は
ま
だ
閉

ま
っ
て
い
て
、
誰
も
来
て
い
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
頃
他
の
動
物
た
ち

も
一
斉
に
御
殿
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
が
、
ネ
ズ
ミ
に
だ
ま
さ
れ
た

ネ
コ
は
出
発
す
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。

犬
と
猿
は
仲
良
く
向
か
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
最
後
に
は
大
げ
ん
か

を
始
め
て
し
ま
い
、
鶏
に
仲
を
取

り
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

や
が
て
開
門
の
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
門
が
開
く
と
同
時
に
牛
に
隠

れ
て
い
た
ネ
ズ
ミ
が
飛
び
出
し
、

一
番
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
牛
、

虎
、
兎
、
竜
、
蛇
、
馬
、
羊
と
到

着
し
、
猿
の
あ
と
に
け
ん
か
の
仲

裁
に
入
っ
た
鶏
、
犬
と
続
き
最
後

に
猪
が
到
着
し
ま
し
た
。

動
物
た
ち
が
神
様
と
お
正
月
の
お

祝
い
を
し
て
い
る
と
ネ
ズ
ミ
に
だ

ま
さ
れ
た
ネ
コ
が
や
っ
て
き
て
、

た
い
そ
う
怒
っ
て
ネ
ズ
ミ
を
追
い

回
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
昔
話
は
全
国
各
地
に
あ
る

よ
う
で
す
。
ネ
コ
が
ネ
ズ
ミ
を
追
い
回

し
た
り
、
犬
と
猿
が
仲
が
悪
い
と
い
う

は
な
し
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
よ
い
午
年
を
お
過
ご
し
下
さ

い
。

干
支
の
は
な
し
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平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）

ユ
ー
ロ
紙
幣･

硬
貨
の
流
通
開
始

田
中
眞
紀
子
外
相
更
迭

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

小
泉
純
一
郎
首
相
靖
國
神
社
参
拝

新
首
相
官
邸
会
館

ソ
ニ
ー
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
生
産
終
了
発
表

小
泉
首
相
北
朝
鮮
初
訪
問

小
柴
昌
俊･

田
中
耕
一
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

長
嶋
茂
雄
日
本
代
表
監
督
就
任

   

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

勝
新
太
郎
ハ
ワ
イ
で
逮
捕

マ
ン
デ
ラ
氏
二
十
七
年
ぶ
り
に
釈
放

ロ
ー
リ
ン
グ 

ス
ト
ー
ン
ズ
初
来
日
公
演

ポ
ー
ル 

マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
初
来
日
公
演

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
タ
リ
ア
大
会

礼
宮
文
仁
親
王
が
川
嶋
紀
子
と
結
婚

東
ド
イ
ツ
と
西
ド
イ
ツ
が
経
済
統
合

今
上
陛
下
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭

《
誕
生
》
三
浦
春
馬･

浅
田
真
央

   

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

『
ザ･

ベ
ス
ト
テ
ン
』
放
送
開
始

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
解
散

新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
）
開
港

サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
デ
ビ
ュ
ー

フ
ォ
ー
リ
ー
ブ
ス
解
散

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
誕
生

《
誕
生
》
浜
口
京
子･

雛
形
あ
き
こ･

菊

川
怜･

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ･

中
村
俊
輔･

Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ａ･

長
谷
川
京
子･

岩
崎
恭
子･

澤

穂
希･
浜
崎
あ
ゆ
み･

長
瀬
智
也

   

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

日
本
で
メ
ー
ト
ル
法
完
全
施
行

銀
座
ソ
ニ
ー
ビ
ル
オ
ー
プ
ン

『
笑
点
』
放
送
開
始

ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

《
誕
生
》
財
前
直
見･

石
黒
賢･

小
泉
今

日
子･

薬
丸
裕
英･

今
田
耕
司･

Ｒ
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｏ･

斉
藤
和
義･

石
川
秀
美･

植
草

克
秀･

ス
ガ
シ
カ
オ･

鈴
木
保
奈
美･

小

谷
実
可
子･

文
仁
親
王
妃
紀
子･

東
山
紀

之･

キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相･

江
角
マ
キ

コ･

国
生
さ
ゆ
り･

高
井
麻
巳
子

   

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

ジ
ョ
ー 

デ
ィ
マ
ジ
オ
・
モ
ン
ロ
ー
夫
妻
来
日

第
五
福
龍
丸
水
爆
実
験
で
被
爆

《
誕
生
》
中
畑
清･

松
任
谷
由
実･

ジ
ョ

ン 

ト
ラ
ボ
ル
タ･

カ
ル
ロ
ス 

ゴ
ー
ン･

林
真
理
子･

デ
ー
ブ 

ス
ペ
ク
タ
ー･

壇

ふ
み･

清
水
ア
キ
ラ･

南
沙
織･

安
倍
晋

三･

高
畑
淳
子･

片
岡
鶴
太
郎･

高
円
宮

憲
仁
親
王

   

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

東
京
に
初
の
空
襲
警
報
発
令

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

ア
ン
ネ 

フ
ラ
ン
ク
の
日
記
を
始
め
る

《
誕
生
》
小
泉
純
一
郎･

嵐
山
光
三
郎･

モ
ハ
メ
ド 

ア
リ･

林
与
一･

近
藤
正
臣･

加
納
典
明･

地
井
武
男･

さ
さ
き
い
さ

お･

松
方
弘
樹･

中
尾
彬･

青
木
功･

十

朱
幸
代

   
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

銀
座
三
越
開
店

フ
ー
バ
ー
ダ
ム
建
設
開
始

第
一
回
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

浅
間
山
爆
発
（
東
京
ま
で
降
灰
）

ジ
ー
ン 

ハ
ッ
ク
マ
ン･
ハ
ナ
肇･

ス

テ
ィ
ー
ブ 

マ
ッ
ク
イ
ー
ン･
岸
田
今
日

子･

高
島
忠
夫･

ニ
ー
ル 

ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ･

西
村
京
太
郎

   

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

松
下
電
器
産
業
設
立

ソ
ビ
エ
ト
が
モ
ス
ク
ワ
を
首
都
と
す
る

富
山
県
で
米
騒
動

日
本
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵

第
一
次
大
戦
が
終
結

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
大
流
行

《
誕
生
》
田
中
角
栄･

中
曽
根
康
弘･

鳩

山
威
一
郎･

高
峰
三
枝
子

   

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

伊
藤
博
文
韓
国
統
監
府
初
代
統
監
に
就
任

『
大
日
本
史
』
の
編
纂
完
了

   

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

日
清
戦
争

   

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
教
会
建
設
開
始

ロ
ベ
ル
ト 

コ
ッ
ホ
が
結
核
菌
を
発
見

日
本
銀
行
開
業

   

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）

大
教
宣
布
の
詔

日
章
旗
が
国
旗
と
な
る

横
浜
～
新
橋
間
の
鉄
道
着
工

普
仏
戦
争

   

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

ル
ル
ド
で
聖
母
マ
リ
ア
が
出
現

日
米
修
好
通
商
条
約
調
印

第
十
三
代
将
軍
徳
川
家
定
薨
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前　厄 本　厄 後　厄

男

性

２４才（未） ２５才（午） ２６才（巳）

平成  ３ 年生 平成  ２ 年生 平成  元 年生

４１才（寅） ４２才（丑） ４３才（子）

昭和４９年生 昭和４８年生 昭和４７年生

６０才（未） ６１才（午） ６２才（巳）

昭和３０年生 昭和２９年生 昭和２８年生

女

性

１８才（丑） １９才（子） ２０才（亥）

平成 ９ 年生 平成 ８ 年生 平成 ７ 年生

３２才（亥） ３３才（戌） ３４才（酉）

昭和５８年生 昭和５７年生 昭和５６年生

３６才（未） ３７才（午） ３８才（巳）

昭和５４年生 昭和５３年生 昭和５２年生

※年齢は数え年です

平成２６年の厄年


